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表３ 表２

■
歴
代
市
長

初
代

　大
谷
範
雄

　（
平
成
17
年
11
月
7
日
〜
29
年
11
月
5
日
）

2
代

　川
俣
純
子

　（
平
成
29
年
11
月
6
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
副
市
長

初
代

　山
口
孝
夫

　（
平
成
18
年
1
月
1
日
〜
20
年
3
月
31
日
）

2
代

　石
川
英
雄

　（
平
成
20
年
5
月
1
日
〜
24
年
3
月
31
日
）

3
代

　國
井

　豊

　（
平
成
25
年
2
月
1
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
教
育
長

初
代

　池
澤

　進

　（
平
成
17
年
10
月
１
日
〜
27
年
3
月
31
日
）

２
代

　田
代
和
義

　（
平
成
27
年
４
月
1
日
〜
在
職
中
）

■
姉
妹
都
市

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
メ
ノ
モ
ニ
ー
市

　平
成
3
年
に
旧
南
那
須
町
と
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、
平
成
6
年

に
は
教
育
友
好
関
係
を
樹
立
。
合
併
後
も
継
続
し
て
、
中
学
生
海

外
派
遣
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
友
好
都
市

〇
東
京
都
豊
島
区

　旧
南
那
須
町
が
平
成
16
年
に
非
常
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
、
合
併
後
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

〇
埼
玉
県
和
光
市

　旧
烏
山
町
が
平
成
8
年
に
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、

合
併
後
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
包
括
連
携
・
友
好
協
定

・
国
立
大
学
法
人
宇
都
宮
大
学
（
平
成
17
年
）

・
フ
タ
バ
食
品
株
式
会
社
（
平
成
23
年
）

・
株
式
会
社
N
E
Z
A
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
平
成
28
年
）

・
烏
山
信
用
金
庫
（
平
成
28
年
）

・
株
式
会
社
栃
木
銀
行
（
平
成
28
年
）

・
那
須
南
農
業
協
同
組
合
（
平
成
28
年
）

・
学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
文
星
芸
術
大
学
（
平
成
30
年
）

■
歴
代
議
長

初
代

　青
木
一
夫

　（
平
成
17
年
10
月
12
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

2
代

　小
森
幸
雄

　（
平
成
18
年
5
月
2
日
〜
20
年
6
月
10
日
）

3
代

　水
上
正
治

　（
平
成
20
年
6
月
10
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

4
代

　滝
田
志
孝

　（
平
成
22
年
5
月
6
日
〜
24
年
3
月
21
日
）

5
代

　中
山
五
男

　（
平
成
24
年
3
月
21
日
〜
25
年
6
月
4
日
）

6
代

　佐
藤
雄
次
郎
（
平
成
25
年
6
月
4
日
〜
26
年
4
月
30
日
）

7
代

　佐
藤
昇
市

　（
平
成
26
年
5
月
8
日
〜
28
年
6
月
7
日
）

8
代

　渡
辺
健
壽

　（
平
成
28
年
6
月
7
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

9
代

　沼
田
邦
彦

　（
平
成
30
年
5
月
8
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
副
議
長

初
代

　舩
山
榮
一

　（
平
成
17
年
10
月
12
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

2
代

　水
上
正
治

　（
平
成
18
年
5
月
2
日
〜
20
年
6
月
10
日
）

3
代

　五
味
渕
親
勇
（
平
成
20
年
6
月
10
日
〜
20
年
11
月
14
日
）

4
代

　大
橋
洋
一

　（
平
成
20
年
12
月
2
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

5
代

　平
山

　進

　（
平
成
22
年
5
月
6
日
〜
24
年
3
月
21
日
）

6
代

　髙
徳
正
治

　（
平
成
24
年
3
月
21
日
〜
25
年
6
月
4
日
）

7
代

　佐
藤
昇
市

　（
平
成
25
年
6
月
4
日
〜
26
年
4
月
30
日
）

8
代

　渡
辺
健
壽

　（
平
成
26
年
5
月
8
日
〜
28
年
6
月
7
日
）

9
代

　久
保
居
光
一
郎
（
平
成
28
年
6
月
7
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

10
代

　田
島
信
二

　（
平
成
30
年
5
月
8
日
〜
在
職
中
）

■
議
員
定
数
の
推
移

〇
35
名
（
平
成
17
年
10
月
1
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

〇
20
名
（
平
成
18
年
5
月
1
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

〇
18
名
（
平
成
22
年
5
月
1
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

〇
17
名
（
平
成
30
年
5
月
1
日
〜
）

■
議
会
基
本
条
例
（
平
成
31
年
4
月
1
日
施
行
）

　市
議
会
は
、
そ
の
役
割
と
議
員
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
議
会

の
活
性
化
に
よ
る
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
し
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

市
政
・
友
好
交
流

議
会

那 須 烏 山 市 民 の 歌
（平成26年10月26日制定）

作　詞・南　　　ます子
補作詞・市歌制定委員会
作　曲・荻　野　治　子

一
、
八や

溝み
ぞ

山さ
ん

地ち

の

　山や
ま

な
み
に

　
　照て

る
陽ひ

輝か
が
やく

　空そ
ら

が
あ
る

　
　大だ

い

地ち

目め

覚ざ

め
る

　朝あ
さ

が
あ
る

　
　希き

望ぼ
う

の
光

ひ
か
り

　み
ち
み
ち
て

　
　み
ど
り
明あ

か

る
い

　風か
ぜ

わ
た
る

　
　那な

す
か
ら
す
や
ま

須
烏
山

　わ
が
ま
ち
よ

二
、
流な
が

れ
豊ゆ

た

か
な

　那な

珂か

川が
わ

の

　
　水み

ず

が
は
ぐ
く
む

　幸さ
ち

が
あ
る

　
　実み

の

り
あ
ふ
れ
る

　旬と
き

が
あ
る

　
　自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み

　う
け
つ
い
で

　
　励は

げ

む
笑え

顔が
お

の

　声こ
え

は
ず
む

　
　那な

す
か
ら
す
や
ま

須
烏
山

　わ
が
ま
ち
よ

三
、
祭ま
つ

り
ば
や
し
の

　楽た
の

し
さ
と

　
　伸の

び
る
文ぶ

ん

化か

の

　華は
な

が
あ
る

　
　明あ

日す

へ
飛ひ

躍や
く

の

　歌う
た

が
あ
る

　
　新あ

ら

た
な
行ゆ

く
手て

　も
り
あ
げ
て

　
　戸と

ご
と
灯あ

か

り
も

　夢ゆ
め

つ
む
ぐ

　
　那な

す
か
ら
す
や
ま

須
烏
山

　わ
が
ま
ち
よ
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次

　平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
那
須
烏
山
市
。

　那
須
連
山
を
望
む
私
た
ち
の
郷
土
は
、
那
珂
川
と
同
水

系
の
大
小
河
川
が
貫
流
し
、東
部
に
那
珂
川
自
然
公
園
が
、

西
部
に
は
関
東
平
野
が
ひ
ら
け
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
美
し
い
大
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
お
よ
そ
１
千
万
年
前
に
海
底
だ
っ
た

こ
の
地
に
は
、
海
生
生
物
の
化
石
を
身
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
荒
川
沿
い
で
は
「
オ
オ
ガ
ネ
ク
ジ
ラ
」
が
発
見
さ

れ
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
い
に
し
え
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
た
痕
跡

が
遺
跡
と
し
て
各
地
に
残
さ
れ
、
古
代
の
官
道
や
役
所
跡

で
あ
る
国
史
跡
「
長
者
ケ
平
官
衙
遺
跡
附
東
山
道
跡
」、

そ
し
て
、県
内
屈
指
の
山
城
と
し
て
貴
重
な
「
烏
山
城
跡
」

な
ど
数
多
く
の
文
化
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　な
か
で
も
、
４
５
０
年
余
り
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
移

動
式
野
外
劇
を
メ
イ
ン
と
し
た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
は
、
先
ご
ろ
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々

に
一
度
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
真
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
蓄
電
池
駆
動
列
車
「
ア
キ
ュ
ム
」
が
、

の
ど
か
な
田
園
地
帯
を
縫
う
よ
う
に
走
る
那
須
烏
山
市

は
、
古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
豊
か
な
自
然
資
源

を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
が
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
が
安
定
成
長
期
に
移
行
し

た
こ
ろ
か
ら
は
、
近
隣
の
大
規
模
工
業
団
地
の
関
連
企
業

が
立
地
し
、
農
商
工
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
近
年
、
日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地
方
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
人
工
知
能
な
ど
に
よ
る
第
４

次
産
業
革
命
の
進
展
に
伴
い
、
急
激
な
社
会
経
済
環
境
の

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
大
転
換
期
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て
、
那
須

烏
山
市
で
は
、
先
人
か
ら
延
々
と
伝
え
守
ら
れ
て
き
た
豊

か
な
自
然
環
境
や
数
多
く
の
文
化
遺
産
、
そ
し
て
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
発
展
し
て
き
た
各
種
産
業
を
も
と
に
、

総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
み
ん
な
の
知
恵
と
協

働
に
よ
る
〝
ひ
か
り
輝
く
〞
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　歴
史
は
、
時
々
刻
々
と
天
地
に
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
「
２
０
２
０
那
須
烏
山
市
勢
要
覧
」
を
手
に
、
本
市

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

く
た
め
に
、
未
来
へ
の
道
の
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

那
須
烏
山
市
長

　

　
川
俣
純
子

新
た
な
歴
史
を
刻
む
た
め

未
来
へ
の
道
の
り
を
み
ん
な
と
共
に

か
ん

が

つ
け
た
り
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平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
那
須
烏
山
市
。

　
那
須
連
山
を
望
む
私
た
ち
の
郷
土
は
、
那
珂
川
と
同
水

系
の
大
小
河
川
が
貫
流
し
、東
部
に
那
珂
川
自
然
公
園
が
、

西
部
に
は
関
東
平
野
が
ひ
ら
け
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
美
し
い
大
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
お
よ
そ
１
千
万
年
前
に
海
底
だ
っ
た

こ
の
地
に
は
、
海
生
生
物
の
化
石
を
身
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
荒
川
沿
い
で
は
「
オ
オ
ガ
ネ
ク
ジ
ラ
」
が
発
見
さ

れ
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
い
に
し
え
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
た
痕
跡

が
遺
跡
と
し
て
各
地
に
残
さ
れ
、
古
代
の
官
道
や
役
所
跡

で
あ
る
国
史
跡
「
長
者
ケ
平
官
衙
遺
跡
附
東
山
道
跡
」、

そ
し
て
、県
内
屈
指
の
山
城
と
し
て
貴
重
な
「
烏
山
城
跡
」

な
ど
数
多
く
の
文
化
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
な
か
で
も
、
４
５
０
年
余
り
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
移

動
式
野
外
劇
を
メ
イ
ン
と
し
た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
は
、
先
ご
ろ
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々

に
一
度
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
真
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　
Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
蓄
電
池
駆
動
列
車
「
ア
キ
ュ
ム
」
が
、

の
ど
か
な
田
園
地
帯
を
縫
う
よ
う
に
走
る
那
須
烏
山
市

は
、
古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
豊
か
な
自
然
資
源

を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
が
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
が
安
定
成
長
期
に
移
行
し

た
こ
ろ
か
ら
は
、
近
隣
の
大
規
模
工
業
団
地
の
関
連
企
業

が
立
地
し
、
農
商
工
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
近
年
、
日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地
方
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
人
工
知
能
な
ど
に
よ
る
第
４

次
産
業
革
命
の
進
展
に
伴
い
、
急
激
な
社
会
経
済
環
境
の

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
大
転
換
期
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て
、
那
須

烏
山
市
で
は
、
先
人
か
ら
延
々
と
伝
え
守
ら
れ
て
き
た
豊

か
な
自
然
環
境
や
数
多
く
の
文
化
遺
産
、
そ
し
て
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
発
展
し
て
き
た
各
種
産
業
を
も
と
に
、

総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
み
ん
な
の
知
恵
と
協

働
に
よ
る
〝
ひ
か
り
輝
く
〞
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　
歴
史
は
、
時
々
刻
々
と
天
地
に
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
「
２
０
２
０
那
須
烏
山
市
勢
要
覧
」
を
手
に
、
本
市

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

く
た
め
に
、
未
来
へ
の
道
の
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

那
須
烏
山
市
長

　

　川
俣
純
子

新
た
な
歴
史
を
刻
む
た
め

未
来
へ
の
道
の
り
を
み
ん
な
と
共
に

か
ん

が

つ
け
た
り
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Welcome to   Nasukarasuyama
■市　章 ■那須烏山市の概要

■交通アクセス

　平成17年10月1日、那須郡南那須町と同郡烏山町が合併して誕生した那須烏山市
は、栃木県の東部に位置し、首都圏150㎞圏内、県都宇都宮市から東に30～35㎞
の距離にあります。市域は、東西、南北とも20㎞弱で、総面積は174.35㎢。西側
を高根沢町、北側はさくら市と那珂川町、南側は市貝町と茂木町、東側は茨城県常陸
大宮市に隣接する自然豊かな地方都市です。
　地勢は、八溝山系に属し、清流那珂川が南北に貫流し、右岸の丘陵地帯を縫うよう
に荒川や江川などの大小河川が貫流しています。この地帯に南那須市街地、烏山市街
地が形成され、那珂川左岸は、八溝山系の山間地帯となっており、県立那珂川自然公
園に指定されています。
　気候は、夏暑く、冬寒い内陸型気候ですが、冬季の積雪はほとんどなく、生活しや
すい地域です。
　合併当時の人口は、31,152人、世帯数9,680世帯でしたが、その後、人口減少
と少子高齢化が続き、平成27年10月現在は、人口27,047人、世帯数9,439世帯
となっています。
□位置　住所：中央1丁目1番地1号
　　　　東経：140度9分　　北緯：36度39分　　海抜：100.7m

　道路は、国道293号が北部を東西に、国道294号は那珂川に沿う
ように南北に走っています。また、中央部は、主要地方道宇都宮那須
烏山線が横断し、栃木県東部における交通の要所となっています。高
速自動車道路までのアクセスでは、東北自動車道、北関東自動車道、
常磐自動車道の各インターチェンジまで約50分を要します。
　鉄道は、JR烏山線が東西に走り、宇都宮駅まで約1時間で接続し
ています。

　山とお日様のイメージは、
恵まれた自然環境と温かい人
との触れ合いを表現していま
す。上部の3つの点は、その
中で豊かな生活を営む知恵を
表しています。

【平成17年10月制定】

那須烏山市-市勢要覧2020.indd   3那須烏山市-市勢要覧2020.indd   3 2020/07/30   14:162020/07/30   14:16



2020那須烏山市勢要覧4

Welcome to   Nasukarasuyama
■市の木：けやき

■イメージキャラクター【平成25年1月決定】

■キャッチフレーズ
　【令和2年3月決定】

■市の花：こぶし ■市の鳥：からす ■市の魚：あゆ

 「あゆ」は、清流に棲み清楚
な色・形・独特の香気と味の
良さがあり、日本の名魚とさ
れています。特に、那珂川、
荒川のあゆは、天然遡上とし
て全国的に有名です。いつま
でも愛され親しまれる「あゆ」
は、市を代表する魚です。

【平成19年10月制定】

　「からす」は、市名また烏
山城の由来等にもなっており、
知能が高く人に良くなつく鳥
です。また、逸話の中では、
太陽の中に棲

す

むともいわれて
おり、未来に向けて限りなく
発展する姿と平和を表してい
ます。

【平成19年10月制定】

　「こぶし」は、ここを適地
に自生し、早春に純白の花を
咲かせます。つぼみが子ども
のにぎりこぶしに似ているの
が花名の由来ともいわれ、天
に向かう力強い樹形は、子ど
もの健やかな姿を願う市民の
心を表しています。

【平成19年10月制定】

　「けやき」は、樹形が美し
く屋敷林や並木などとして
市内に数多く植林されてお
り、親しみがあります。また、
20～30㍍に達する巨木と
なり、樹相は重厚で、那須烏山
市が未来に向かって伸びる力、
発展する力を表しています。

【平成19年10月制定】

□ここなす姫　 市の鳥「からす」をモチーフに、市の花「こぶし」を髪飾りにし、山あ
げ祭を表現した着物を着たお姫様です。（写真中央）

□からすまる　�緑豊かな山々と清流那珂川・荒川をイメージした着物と袴をまとった「か
らす」の侍です。（写真右）

□やまどん　　 「こぶし」のちょんまげと「あゆ」の刀を持ち、からすまる同様に緑の山々
や清流をイメージした着物で姫を守る不思議な侍です。（写真左）

□3体の名前を合わせると「ここなす からす やま」⇒「ここ那須烏山」となります。

　市内の清流や緑豊かな自然、烏山の山あげ行事に代表される伝統文化、八溝そ
ば、中山かぼちゃなどの食資源…見て、聞いて、食べて、触って、香りで楽しめ
る数々の魅力を表現しています。
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ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産

国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」

日
本
一
の
移
動
式
野
外
劇

高
さ
10
ｍ
、
奥
行
き
100
ｍ

圧
巻
の「
山
」が
あ
が
る

なんだ、コレ
は
!?

　那
須
烏
山
市
を
代
表
す
る
夏
の
風
物
詩
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」

は
、
四
五
〇
年
以
上
の
歴
史
を
誇
る
日
本
一
の
移
動
式
野
外
劇
。

そ
の
踊
り
の
舞
台
背
景
と
な
る
の
が
、
道
路
上
約
百
m
に
わ
た
り

据
え
ら
れ
る
高
さ
十
m
を
超
え
る
「
は
り
か
山
」
で
す
。
は
り
か

山
は
、
竹
を
網
代
状
に
組
ん
だ
枠
に
烏
山
和
紙
を
幾
重
に
も
張
り

付
け
、
山
水
を
描
い
た
も
の
で
、
こ
れ
を
人
力
で
あ
げ
る
事
か
ら

「
山
あ
げ
」
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　旧
烏
山
市
街
地
の
六
町
が
毎
年
、順
に
当
番
を
担
い
、祭
り
の
当

日
は
、当
番
町
の
若
衆
が
座
敷
、橋
波
、舘
、中
山
、大
山
等
を
瞬
く

間
に
設
置
し
、
様
々
な
仕
掛
を
操
作
し
、
公
演
を
終
え
る
と
解
体

し
て
次
の
場
所
に
移
動
す
る
。
絢
爛
豪
華
な
踊
り
は
勿
論
の
こ
と
、

そ
ん
な
若
衆
の
一
糸
乱
れ
ぬ
団
体
行
動
に
も
目
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　一
五
六
〇
年
、
時
の
烏
山
城
主
那
須
資
胤
が
、
牛
頭
天
皇
を
八

雲
神
社
に
お
祀
り
し
、
疫
病
防
除
、
五
穀
豊
穣
、
天
下
泰
平
を
祈

願
し
た
際
の
奉
納
余
興
が
起
源
と
さ
れ
、
毎
年
、
七
月
の
第
四
土

曜
日
を
中
日
と
し
て
三
日
間
に
わ
た
り
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

　昭
和
五
十
四
年
に
は
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ

れ
、
平
成
二
十
八
年
に
は
、
全
国
三
十
三
の
祭
礼
行
事
と
と
も
に

「
山
・
鉾
・
屋
台
行
事
」
と
し
て
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
ま
し
た
。

木頭の合図で若衆が10mを超
える大山をあげる姿も見どころ

①妖艶さを増す夜の公演。ライト
アップされた背景の山も見もの
②お神輿は、出御祭、渡御祭、
還御祭に繰り出されます。写真
は渡御祭
③開演時には道路いっぱいの観
客が詰めかける

④総勢100名を優に超える当番町の記念写
真は圧巻だ
⑤子どもたちによる歌舞伎舞踊「将門」
⑥大山の組み立て。公演ごとに山を組み立て
ては解体を繰り返す

⑦各町の屋台が集まって行われるお囃子の競
演がブンヌキ。リズムや音量、維持力が競わ
れます
⑧演目「戻橋」の一幕で、鬼女が逃げ去って
いくところ。後ろの電柱から、切り返しの
「山」の高さがわかる
⑨太夫座敷で唄と三味線を披露する常磐津

上段右から、「将門」の滝夜叉姫／解体した舞台装置を積み
込んで移動する若衆／最終公演で披露される「関の扉」／時
には若衆に交じって高校生の姿も。下段右から、見事な彫刻
を施した屋台／軽快なお囃子を披露する子どもたち／舘を設
置する／舞台を縁の下で支える若衆 他の町で余興を行うことを「訪問」といい、金棒曳の

子どもたちを中心に「しきたり」に従って移動します

Y A M A A G E

123

45

67

89

山
あ
げ
祭

や
か
た

ひき

たき や しゃ

はや し

け
ん
ら
ん

す
け
た
ね

ま
つ

ほ
こ
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ネ
ス
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遺
産
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指
定
重
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俗
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⑦各町の屋台が集まって行われるお囃子の競
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れます
⑧演目「戻橋」の一幕で、鬼女が逃げ去って
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オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
遊
び
倒
そ
う
！

　あ
ふ
れ
る
ほ
ど
の
緑
の
中
で…

爽
や
か
な
水
辺
で…

澄
み
渡
っ
た

大
空
に
向
け
て
ア
ウ
ト
ド
ア
を
満
喫
す
る
。
情
緒
た
っ
ぷ
り
の
街
並

み
を
そ
ぞ
ろ
歩
く
。
四
季
の
風
景
を
楽
し
み
な
が
ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
や

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
。
収
穫
の
喜
び
を
味
わ
い
、
太
陽
と
大
地
の
恵
み
を

食
べ
つ
く
す
。
心
も
体
も
自
由
に
、
そ
ん
な
欲
張
り
な
「
遊
び
」
を

堪
能
で
き
る
の
が
那
須
烏
山
市
で
す
。

　那
珂
川
水
系
の
清
流
と
八
溝
山
系
の
山
々
、
歴
史
あ
る
城
下
町
と

懐
か
し
さ
を
感
じ
さ
せ
る
里
山…

那
須
烏
山
市
は
、
市
内
全
域
が
遊

び
の
フ
ィ
ー
ル
ド
。
悠
々
と
流
れ
る
那
珂
川
・
荒
川
は
ア
ユ
釣
り
と

カ
ヌ
ー
の
メ
ッ
カ
で
す
。
興
野
平
群
山
か
ら
は
色
と
り
ど
り
の
パ
ラ

グ
ラ
イ
ダ
ー
が
空
中
散
歩
を
楽
し
み
、
歴
史
あ
る
風
景
が
随
所
に
み

ら
れ
る
街
な
か
を
散
歩
す
る
と
思
い
が
け
な
い
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
に

出
会
え
ま
す
。
一
方
で
、
昔
懐
か
し
い
里
山
の
風
景
が
広
が
り
、
初

夏
に
は
ホ
タ
ル
の
乱
舞
が
市
内
各
地
で
見
ら
れ
ま
す
。

　人
と
自
然
を
つ
な
ぐ
こ
の
街
で
、
こ
こ
で
し
か
出
会
え
な
い
景
色

や
歴
史
・
味
覚
を
、
春
夏
秋
冬
、
そ
れ
ぞ
れ
の
楽
し
み
方
で
自
由
に

満
喫
し
よ
う
。

　豊
か
な
自
然
と
長
い
歴
史
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
「
食
」

を
育
ん
で
き
ま
し
た
。
川
魚
や
新
鮮
な
農
産
物
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
城
下
町
の
名
残
で
和
菓
子
屋
も
数
多
く

あ
り
ま
す
。
特
に
、「
あ
ゆ
」
と
も
ぎ
た
て
果
物
、
そ

し
て
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
「
八
溝
そ
ば
」、「
中
山
か
ぼ

ち
ゃ
」
は
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
一
品
で
す
。

季節や時間帯で違った風景を見せる龍門の滝。滝のす
ぐ上をJR烏山線が走り、近くには、龍門ふるさと民
芸館や大平寺など見どころが多い。ライトアップされ
た夜の滝は幻想的だ（写真右）

下右から、烏山和紙の製品を展示・販売する烏山和
紙会館。烏山和紙の程村紙は、国の選択無形文化財
に選ばれている／戦時中の戦車製造工場として掘ら
れた洞窟を酒蔵が熟成庫として活用している。真夏
でもひんやりしている／那珂川からの上昇気流がパ
ラグライダーには絶好の地形となっている

①土蔵造りの「萬さろん」では市内陶
芸家の作品を展示・販売　②名品スカ
イベリーも味わえる石川いちご園　
③嘉永2年創業の老舗蔵元「島崎酒
造」　④カヌーやカヤックを楽しめる

八溝そば
八溝そばは、挽きたて、打ち立て、
茹でたてがキホン

みかん園
みかん園としては北限に近い国見
のみかん園。味の濃さが魅力です

栗園
暖めるだけで皮がむける新品種
のポロタンがおすすめです

ぶどう園
香り高く甘みが凝縮した巨峰やピ
オーネなど各種ぶどうを楽しめる

中山かぼちゃ
中山かぼちゃは希少種。アイス
やプリンにも加工されています

あゆ
那珂川の名物あゆは、食べて良し、
釣って良し、やなで遊ぶのも良し

りんご園
みかん園とは反対に南限に近い
のがリンゴ園です

⑨「JR烏山線」大金駅前は、土産品
や農産物などを販売する「ナスカラ
市場」がある　⑩保健福祉センター
では「市民秋まつり」が開かれる

⑥山あげ祭を紹介する「山あげ会館」
では、屋台を常時展示している　⑦
龍門の滝に隣接する「龍門ふるさと
民芸館」。展望台の天井には、見事
な龍の水墨画が描かれている　⑧那
珂川・荒川には県外から多くのあゆ
釣りファンが訪れる

見
ご
た
え
た
っ
ぷ
り

自
然
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

太陽と水と
大地の恵みを

へ
ぐ
り

⑤
「
観
光
や
な
」
で
は
あ
ゆ
料
理
を
堪
能
で
き
る

FRESH FRUITS & VEGETABLES

12

34

5

67

8

9

10

遊
ぶ

食べる

あゆ
那珂川の名物あゆは、食べて良し、
釣って良し、やなで遊ぶのも良し

ひ

ゆ
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歴
史
的
遺
産
の
数
々

四
季
の
風
景
を
未
来
に

　郷
愁
漂
う
情
景
が
、
今
な
お
息
づ
く
悠
久
の
ふ
る
さ

と
那
須
烏
山
市
。
先
人
か
ら
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
豊

か
な
自
然
と
風
土
の
中
で
、
独
特
の
文
化
や
歴
史
が
育

ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
る
史
跡
、
多
彩
な
祭
祀
や
民

俗
芸
能
、
近
代
化
を
支
え
た
文
化
遺
産
、
そ
し
て
、
趣

深
い
街
並
み
や
四
季
の
彩
を
た
た
え
る
里
山
、
奥
深
く

続
く
森
、
豊
か
な
恵
み
を
与
え
る
清
ら
か
な
流
れ…

。

伝
統
的
な
日
本
の
文
化
を
凝
縮
し
た
よ
う
な
歴
史
的
遺

産
の
数
々
や
懐
か
し
さ
を
感
じ
る
四
季
の
風
景
は
、
こ

れ
か
ら
も
未
来
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。

■長者ヶ平官衙遺跡附東山道跡－国史跡
　米塚から炭化した焼米が発見され、地元に長者伝説が残る「長
者ヶ平官衙遺跡」は、奈良から平安期の役所の跡です。隣接する
古代の幹線道路「東山道」とともに国史跡に指定されています。

■ジオパーク
　ジオ（地球・大地）とパーク（公園）か
らきた造語で、市内全域をエリアにし
たジオパーク構想を策定しています。
かつて海底だった名残のオオガネクジ
ラが発掘された荒川層群や絶滅危惧
種シモツケコウホネの自生地、中生代
の地層などの見どころをジオサイトと
して紹介しています。

■近代化遺産
　幕末から昭和戦前期にかけて造られ
た欧米の技術・文化による建造物。市
内には、「境橋」や「東京動力機械製造
株式会社地下工場跡（どうくつ酒蔵）」
「大谷石造り倉庫」など現在16件の近
代化遺産が確認され、市の歴史や文化
に触れることができる貴重な遺産と
なっています。写真は、早春の境橋。

■民俗芸能
上から、「三箇塙の天祭」は国選択無形民俗
文化財に選ばれている／稲積神社で奉納さ
れる「下境佐々良獅子舞」／地域の催事で
披露される「宮原八幡宮観世流太々神楽」
／弁財天祭礼で奉納される「森田の獅子
舞」／岩戸神話に基づく31番の舞いがある
「熊田太々神楽」／「興野ささら獅子舞」は険
しい山道を登った先の日枝神社で舞われる

❶夕焼けが那珂川を朱に染める　❷絶滅危惧
種シモツケコウホネの群生地で観察会　❸八
幡太郎義家の伝説が残る八ヶ代「西山辰街道
の大桜」　❹春も盛りになると市内は様々な
花であふれる　❺つつじの名所の一つが境地
区の「花立峠」　❻早春に咲くカタクリの群生
地。コブシとの花の競演が見事　❼６月からは
幻想的なホタルの舞いが見られる　❽趣深い
街並みには紅葉の名所が随所にある（泉溪
寺）　❾冬の川沿いには霧が発生し、国見峠
の頂上付近からは眼下に雲海も広がる　10稲
刈り後の水田にヒガンバナが彩を添える

■烏山和紙
　程村紙－
　国選択無形文化財

　起源は奈良時代まで遡る烏山和紙。
最盛期には1000軒ほどの和紙職人が
いたそうですが、今は1軒のみが残され
ています。このうち程村紙は、厚紙の
至宝といわれ国の選択無形文化財に
選ばれています。

■烏山城跡
　「烏山城」は、応永25年に那須一族の沢村五郎資重が築城し
たと言われる山城です。その後、城主の交代や幾多の変遷を繰り
返しながら明治の廃城に至るまで威容を誇りました。
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すけ しげ

つけたり
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い
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遠
か
ら
ず
近
か
ら
ず

ほ
ど
良
い
ま
ち
に

　
県
都
宇
都
宮
市
ま
で
１
時
間
弱
、
首
都
圏
に
も
遠

か
ら
ず
近
か
ら
ず
、
都
会
の
雑
踏
も
な
く
不
便
さ
も

な
い
、
そ
ん
な
ほ
ど
良
い
ま
ち
が
那
須
烏
山
市
で
す
。

　
基
幹
産
業
の
農
林
業
に
加
え
て
、
城
下
町
と
し
て

の
歴
史
を
感
じ
さ
せ
る
商
業
。
自
動
車
関
連
企
業
な

ど
の
内
陸
型
工
業
を
中
心
に
調
和
の
取
れ
た
産
業
の

発
展
を
遂
げ
て
い
ま
す
。

　
都
市
環
境
は
、
社
会
構
造
の
変
化
に
よ
っ
て
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て

も
時
代
に
即
し
た
快
適
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。
特
に
、
市
民
の
足
と
な
る
交
通
基

盤
で
は
、
基
幹
道
路
の
整
備
と
共
に
、Ｊ
Ｒ
烏
山
線

を
中
心
に
公
共
バ
ス
と
デ
マ
ン
ド
交
通
を
使
っ
た
公

共
交
通
体
系
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
、
急
激
に
進
展
す
る
少
子
高
齢
化
に
伴
い
、

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
切
れ
目
の
な
い
保
健
・

福
祉
体
制
の
整
備
と
那
須
南
病
院
を
中
心
と
し
た
医

療
の
確
保
な
ど
、
那
須
烏
山
市
な
ら
で
は
の
安
心
・

安
全
の
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 上から／市街地は、生活用品がそろうスー

パーのほか、城下町の歴史を感じる菓子店
や小売店も残されている／自動車関連企業
を中心に各種企業が立地する

右から／様々なメニューがそろう健康づくり講
座は好評／中学生が命の尊さと生きる喜びを
体験できる子育て教室／介護予防と生きがい
づくりに市独自の「ふれあいの里」

❶❷❸❹公共交通の要となるJR烏山線。鴻野山、大金、小塙、滝、
烏山の5駅を拠点にコミュニティバスやデマンド交通による公共交
通体系を築く　❺❻都市基盤の整備の中でもレジャーや物流など
市民生活・経済活動の根幹となる道路の整備は着々と進められる
❼市民生活に欠かせない上下水道施設は安全性の確保と共に健
全経営に努めている（小学生の水道施設見学）　❽近年急増する大
規模災害で大きな役割を果たすのが地域の消防団員（消防団の点検
風景）　❾最新設備を備えた消防署は平成26年にオープン

右は、地域医療の拠点となる那須南病院／左は、健康と福祉に関する
団体が結集し、市民との交流の輪を広げる「健康福祉まつり」

▲
基
幹
産
業
の
農
業
を
知
っ
て

も
ら
う
た
め
の
幼
児
農
業
体
験

▲新鮮野菜が売りの農産物直売所

▲JA那須南で市特産の梨の選果風景

▲夏に真白なそば畑が広がる▲市民体験講座も盛ん
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夢
を
実
現
し
、
豊
か
な
人
生
の
た
め

　
ま
ち
づ
く
り
は
人
づ
く
り
か
ら…

そ
ん
な
思
い
で
那
須
烏
山
市
は

明
日
の
地
域
を
支
え
る
人
材
の
育
成
に
力
を
注
い
で
い
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
夢
の
実
現
の
た
め
、
幅
広
い
知
識
と

教
養
を
身
に
つ
け
、
心
身
と
も
健
全
に
成
長
で
き
る
よ
う
、
県
内
に

先
駆
け
て
学
校
に
空
調
設
備
を
配
備
し
、
校
舎
の
耐
震
化
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

機
器
を
積
極
導
入
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
学
べ
る
教
育
環
境
を
整
え

て
い
ま
す
。
ま
た
、
教
員
の
授
業
力
を
高
め
て
児
童
・
生
徒
の
学
力

向
上
を
目
指
す
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
育
成
事
業
、
英
語
力
向
上

と
国
際
化
に
対
応
す
る
人
材
育
成
の
た
め
Ａ
Ｌ
Ｔ
配
置
の
充
実
や
中

学
生
海
外
派
遣
事
業
な
ど
特
色
あ
る
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
健
康
で
豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め
の
生
涯
学
習
で
は
、
芸
術
・
文

化
活
動
や
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
、
幅
広
い
世
代
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
事
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
図
書
館
は
、
単
に
本
を
貸
し

出
す
だ
け
で
は
な
く
、
読
解
力
や
創
造
力
を
磨
き
、
視
野
を
広
げ
る

読
書
推
進
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
誰
も
が
「
学
ぶ
」
環
境
づ
く
り
は
、
未
来
の
那
須
烏
山
市
へ
の
私

た
ち
か
ら
の
贈
り
物
で
す
。

右／国際化に対応した人材を育成
するため、毎年、アメリカの姉妹
都市メノモニー市に中学生を派遣
している。（現地で日本文化を紹
介する中学生たち）
下／郷土を知る教育も盛ん。酪農
体験する烏山小学校児童（全国広
報コンクール写真の部入選作品）

学校給食センターが提供する
栄養バランスのとれた給食。地
場産の食材も使われ、子どもた
ちに好評。（江川小の給食風景）

左
上
／
健
や
か
な
心
身
の
育
成
の
た
め
学
校
に
お
け
る

ス
ポ
ー
ツ
活
動
。（
南
那
須
中
学
校
の
体
育
祭
風
景
）

左
下
／
教
員
の
授
業
力
向
上
で
児
童・生
徒
の
学
力
向

上
を
目
指
す
ス
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
育
成
事
業

上
段
右
／
身
近
な
自
然
を
観
察
す
る
機
会
も
豊
富
。

上
段
左
／
文
化
祭
な
ど
活
発
な
芸
術・文
化
活
動
の
発
表

の
場
も
多
い
。（
市
民
の
歌
発
表
会
風
景
）

右
／
子
ど
も
の
本
へ
の
関
心
を
高
め
る
た
め
図
書
館
で

様
々
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。（
お
は
な
し
会
風
景
）

上／烏山中学校の授業風景
下／市民対象の自然観察会

学　校　教　育

左上段及び下段左／市民１人１スポーツを目
指して各種事業を展開。市の３大スポーツ行
事は市民運動会・マラソン大会・駅伝競走大会
下段右／一新した武道館では、連日、各種武
道の練習や大会が行われる

生　涯　学　習

学
ぶ
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高
め
る
た
め
図
書
館
で

様
々
な
活
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。（
お
は
な
し
会
風
景
）

上／烏山中学校の授業風景
下／市民対象の自然観察会

学　校　教　育

左上段及び下段左／市民１人１スポーツを目
指して各種事業を展開。市の３大スポーツ行
事は市民運動会・マラソン大会・駅伝競走大会
下段右／一新した武道館では、連日、各種武
道の練習や大会が行われる

生　涯　学　習

学
ぶ
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■５年後の
　目指すべき
　将来像

■第２次総合計画の基本構成

■事業展開の３つの柱

ま
ち
づ
く
り
の
指
針

地
域
の
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
〝那
須
烏
山
市
〞

将来人口の
目指す方向

計画の基本理念

－時代の潮流からみた本市の課題－

まちの目指すべき姿：5年後の本市の目指すべき将来像

－将来像実現のための基本目標－

【将来の人口フレーム】

政　策 施策（＝重点的取り組み）

重点施策に関する事務事業

目標人口
2040年に18,000人
2060年に12,000人
程度を維持する

※目標人口は第２期人口ビジョンに基づく

○  将来都市構想
○  財政フレーム
○  公共施設等総合管理計画

基本指針

第1部　本市の将来像【基本構想】

第2部　将来像実現に向けた計画【基本計画】

実施計画

地域の魅力と活力にあふれる　暮らしやすいまち〝那須烏山市〞

みんなの知恵と協働による〝ひかり輝く〞まちづくり

1　少子高齢化・人口減少
2　市民との協働によるまちづくり
3　安心して暮らせる地域づくり
4　地域資源を活用したまちづくり、ひとづくり

① 安心できる子育てと健康な暮らしを支え合うまちづくり【健康・福祉分野】
② 夢を持ち、夢の実現に向けて歩む力をはぐくむまちづくり【教育・文化分野】
③ 地域資源の魅力創出と産業活力による賑わいあふれるまちづくり【経済産業分野】
④ 定住を促し安全で暮らしやすいまちづくり【住環境・都市基盤・防災・環境分野】
⑤ 市民と共に築く持続可能なまちづくり【協働・行政経営分野】

5　地域産業・経済を取り巻く状況変化
6　安心安全なまちづくり
7　財政状況
8　老朽化の進む公共施設

◇若年層の人口流出に歯止め
をかける

◇若い世代の就労・結婚・子
育ての環境を整備する

◇地域資源を活用した魅力あ
るまちづくり、ひとづくり
を進め定住環境を整える

◇高齢者の健康寿命の一層の
推進を図る

◇市民と行政の協働によ
るまちづくりを進める
ため、課題を共通認識
し、議論により合意形
成を図ります。

◇業務の効率化と負担軽減
を図り、地方創生の推進
による相乗効果を高める
ため、自治体間の広域的
連携を強化します。

◇選択と集中により優先
順位を明確化し、市民
との合意形成による行
財政改革を進め、財政
の立て直しを図ります。

　本市の豊かな自然環境、先代から受け継いだ伝統や歴史・文化資源
等を活用し、本市の魅力を高め地域の活性化を図りながら、将来を担
う心身ともに健やかな子どもの育成と市民一人ひとりが活躍できる環
境づくりに取り組み、誰もが郷土への愛着と誇りを持ち続け「住みた
いまち」「住み続けたいまち」として暮らしやすいまちを目指します。

総合戦略の
基本目標

これらの現状・課題・
総合戦略による目標等を

踏まえた5年後の目指すべき
本市の将来像

地域の魅力と活力にあふれる
暮らしやすいまち〝那須烏山市〞

◇本市における安定した雇用
を創出し、安心して働ける
ようにする

◇本市への新しいひとの流れ
をつくる

◇若い世代の結婚・出産・子
育ての希望をかなえる

◇時代にあった地域をつくり、
安心な暮らしを守る

市民意向調査
〈誇れるもの〉
◇美しい山や川などの自然資源
◇伝統ある祭や独自性のある文
化資源

〈今後の重要施策〉
◇安心して子どもを産み育てら
れる環境

◇子育てと仕事の両立を支援す
る体制

　
市
で
は
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
急
激
な
社
会
情
勢
の
変
化
を
踏
ま
え

て
、
市
政
運
営
の
最
上
位
計
画
と
な
る
「
第
２
次
総
合
計
画
」
を
平
成
30
年
３
月

に
策
定
し
、
こ
れ
を
指
針
と
し
た
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
で
は
、
複
雑
・
多
様
化
す
る
地
域
課
題
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、
長
期
的
・

総
合
的
な
視
点
で
有
効
な
施
策
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
考
慮
し
て
、
５
年
後
の
目
指
す
べ
き
那
須
烏
山
市
の
将
来
像
を
「
地
域

の
魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
　
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち〝
那
須
烏
山
市
〞」
と
し
、
そ

の
実
現
の
た
め
に
５
つ
の
分
野
ご
と
に
基
本
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
３

つ
の
柱
に
沿
っ
て
政
策
・
施
策
の
事
業
展
開
を
図
っ
て
い
ま
す
。

1 市民と向き合う
 全員参加の
 まちづくりの推進

2 厳しい財政状況の
 立て直し

3 広域的な
 自治体間の
 連携の強化
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■５年後の
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　将来像

■第２次総合計画の基本構成

■事業展開の３つの柱
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－将来像実現のための基本目標－

【将来の人口フレーム】

政　策 施策（＝重点的取り組み）

重点施策に関する事務事業

目標人口
2040年に18,000人
2060年に12,000人
程度を維持する

※目標人口は第２期人口ビジョンに基づく

○  将来都市構想
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地域の魅力と活力にあふれる　暮らしやすいまち〝那須烏山市〞
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1　少子高齢化・人口減少
2　市民との協働によるまちづくり
3　安心して暮らせる地域づくり
4　地域資源を活用したまちづくり、ひとづくり

① 安心できる子育てと健康な暮らしを支え合うまちづくり【健康・福祉分野】
② 夢を持ち、夢の実現に向けて歩む力をはぐくむまちづくり【教育・文化分野】
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④ 定住を促し安全で暮らしやすいまちづくり【住環境・都市基盤・防災・環境分野】
⑤ 市民と共に築く持続可能なまちづくり【協働・行政経営分野】

5　地域産業・経済を取り巻く状況変化
6　安心安全なまちづくり
7　財政状況
8　老朽化の進む公共施設

◇若年層の人口流出に歯止め
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◇若い世代の就労・結婚・子
育ての環境を整備する

◇地域資源を活用した魅力あ
るまちづくり、ひとづくり
を進め定住環境を整える

◇高齢者の健康寿命の一層の
推進を図る

◇市民と行政の協働によ
るまちづくりを進める
ため、課題を共通認識
し、議論により合意形
成を図ります。

◇業務の効率化と負担軽減
を図り、地方創生の推進
による相乗効果を高める
ため、自治体間の広域的
連携を強化します。

◇選択と集中により優先
順位を明確化し、市民
との合意形成による行
財政改革を進め、財政
の立て直しを図ります。

　本市の豊かな自然環境、先代から受け継いだ伝統や歴史・文化資源
等を活用し、本市の魅力を高め地域の活性化を図りながら、将来を担
う心身ともに健やかな子どもの育成と市民一人ひとりが活躍できる環
境づくりに取り組み、誰もが郷土への愛着と誇りを持ち続け「住みた
いまち」「住み続けたいまち」として暮らしやすいまちを目指します。

総合戦略の
基本目標

これらの現状・課題・
総合戦略による目標等を

踏まえた5年後の目指すべき
本市の将来像

地域の魅力と活力にあふれる
暮らしやすいまち〝那須烏山市〞

◇本市における安定した雇用
を創出し、安心して働ける
ようにする

◇本市への新しいひとの流れ
をつくる

◇若い世代の結婚・出産・子
育ての希望をかなえる

◇時代にあった地域をつくり、
安心な暮らしを守る

市民意向調査
〈誇れるもの〉
◇美しい山や川などの自然資源
◇伝統ある祭や独自性のある文
化資源

〈今後の重要施策〉
◇安心して子どもを産み育てら
れる環境

◇子育てと仕事の両立を支援す
る体制
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は
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な
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て
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計
画
と
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「
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総
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」
を
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30
年
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月

に
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し
、
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を
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と
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づ
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り
」
を
進
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。
こ
の
計
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で
は
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で
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と
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」
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れ
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〞」
と
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、
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実
現
の
た
め
に
５
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ご
と
に
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目
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を
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す
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た
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1 市民と向き合う
 全員参加の
 まちづくりの推進

2 厳しい財政状況の
 立て直し

3 広域的な
 自治体間の
 連携の強化
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基
本
目
標
①

健
康
・
福
祉

安心できる子育てと
 健康な暮らしを支え合うまちづくり

◇若い世代が結婚を前向きに捉えられる意識の醸成、妊娠期から子育て期に
至るまでの各段階に応じた多様な支援など、切れ目なく提供していく体制の
充実を図り、安心して暮らせるまちづくりを目指します。

◇医療・保健・福祉の総合的支援体制と地域全体で支え合う仕組みの充実を
図り、可能な限り住み慣れた地域で、自分らしく生きがいをもった暮らしが
できるまちづくりを目指します。

政策1－1　結婚・妊娠・出産・子育て支援の充実
政策1－2　健康・保健・医療の充実
政策1－3　障がい者・高齢者の福祉の充実
政策1－4　地域福祉の充実

基
本
目
標
②

教
育
・
文
化

夢を持ち、夢の実現に向けて
 歩む力をはぐくむまちづくり

◇学ぶことの意義を理解し意欲をもって幅広い知識と教養を身に付け、豊かな
心やたくましくしなやかに生きるための健康、体力を身に付けた子どもの育成
を目指します。

◇自己の人格を磨き、豊かな人生を送るため、文化的教養を高め、スポーツに
親しみ、健康な市民の育成を目指す生涯学習社会の形成を目指します。

政策2－1　学校教育の充実
政策2－2　生涯学習の充実
政策2－3　文化の振興

基
本
目
標
③

経
済
産
業

地域資源の魅力創出と産業活力による
 賑わいあふれるまちづくり

◇地域資源や立地の特性を活かした産業振興や安定した魅力ある雇用創出を
図るとともにやりがいと充実感を感じることができるワーク・ライフ・バラン
スの実現に取り組み、活力による賑わいのあるまちづくりを目指します。

◇本市の豊かな自然と貴重な文化・歴史資源の魅力の発信を強化し、多くの人
を惹きつけ賑わいのあるまちづくりを目指します。

政策3－1　雇用の確保
政策3－2　農林水産業の振興
政策3－3　商工業の振興
政策3－4　観光の振興

基
本
目
標
④

住
環
境
・
都
市
基
盤
・
防
災
・
環
境

定住を促し安全で
 暮らしやすいまちづくり

◇本市の魅力を最大限に引き出し、市内在住者が「住み続けたいまち」として、また、
市外からは新たな定住の場として多くの人に訪れてもらい、豊かな自然や歴史・
文化に触れ、他では味わうことのできない魅力により「住みたいまち」となるまち
づくりを目指します。
◇時代に即した都市環境の形成や交通機能の充実、日々の生活の安全・安心
の確保など暮らしの利便性を高めるまちづくりを目指します。

◇本市の豊かな自然環境の保全・活用を図るとともに、省エネルギーや3R等の
推進により、環境に配慮したまちづくりを目指します。
政策4－1　住環境の充実
政策4－2　道路交通網の整備
政策4－3　上下水道の整備
政策4－4　地域情報化の推進
政策4－5　消防・交通・防犯対策の推進
政策4－6　自然・生活環境の保全
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◇学ぶことの意義を理解し意欲をもって幅広い知識と教養を身に付け、豊かな
心やたくましくしなやかに生きるための健康、体力を身に付けた子どもの育成
を目指します。

◇自己の人格を磨き、豊かな人生を送るため、文化的教養を高め、スポーツに
親しみ、健康な市民の育成を目指す生涯学習社会の形成を目指します。

政策2－1　学校教育の充実
政策2－2　生涯学習の充実
政策2－3　文化の振興
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経
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産
業

地域資源の魅力創出と産業活力による
 賑わいあふれるまちづくり

◇地域資源や立地の特性を活かした産業振興や安定した魅力ある雇用創出を
図るとともにやりがいと充実感を感じることができるワーク・ライフ・バラン
スの実現に取り組み、活力による賑わいのあるまちづくりを目指します。

◇本市の豊かな自然と貴重な文化・歴史資源の魅力の発信を強化し、多くの人
を惹きつけ賑わいのあるまちづくりを目指します。

政策3－1　雇用の確保
政策3－2　農林水産業の振興
政策3－3　商工業の振興
政策3－4　観光の振興

基
本
目
標
④

住
環
境
・
都
市
基
盤
・
防
災
・
環
境

定住を促し安全で
 暮らしやすいまちづくり

◇本市の魅力を最大限に引き出し、市内在住者が「住み続けたいまち」として、また、
市外からは新たな定住の場として多くの人に訪れてもらい、豊かな自然や歴史・
文化に触れ、他では味わうことのできない魅力により「住みたいまち」となるまち
づくりを目指します。
◇時代に即した都市環境の形成や交通機能の充実、日々の生活の安全・安心
の確保など暮らしの利便性を高めるまちづくりを目指します。

◇本市の豊かな自然環境の保全・活用を図るとともに、省エネルギーや3R等の
推進により、環境に配慮したまちづくりを目指します。
政策4－1　住環境の充実
政策4－2　道路交通網の整備
政策4－3　上下水道の整備
政策4－4　地域情報化の推進
政策4－5　消防・交通・防犯対策の推進
政策4－6　自然・生活環境の保全
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基
本
目
標
⑤

協
働
・
行
政
経
営

那
須
烏
山
市
の
あ
ゆ
み

市民と共に築く
 持続可能なまちづくり

◇地域や市民との協働を推進し、市民に開かれた行政経営のできるまちづくり
を目指します。

◇多様な市民のニーズや時代の変化に対応するため、限られた資源や財源の中
で、効率的な行政サービスを図り、持続可能で自立的な行政経営のできるま
ちづくりを目指します。

政策5－1　市民の地域コミュニティ強化と協働のまちづくりの推進
政策5－2　行財政改革の推進
政策5－3　人材の育成・確保

④主要地方道宇都宮那須烏山線の高瀬トンネ
ル開通　⑤JR烏山線に蓄電池駆動列車が導
入され、新旧列車が並ぶ　⑥大金駅前観光交
流施設「ナスカラ市場」オープン　⑦平成28
年、「烏山の山あげ行事」がユネスコ無形文化
遺産に登録され、冬の山あげ初開催　⑧平成
29年、新武道館開館　⑨平成30年、烏山城の
築城600年を迎え、記念行事を開催

①平成17年10月、2町合併で那須烏山市誕
生　②平成19年には県立烏山高等学校が
創立100周年を迎え、翌年、新生烏山高等学
校開校　③平成23年、八溝そば街道そばま
つり初開催

5

6

7

8

9

3

4

1

2
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基
本
目
標
⑤

協
働
・
行
政
経
営

那
須
烏
山
市
の
あ
ゆ
み

市民と共に築く
 持続可能なまちづくり

◇地域や市民との協働を推進し、市民に開かれた行政経営のできるまちづくり
を目指します。

◇多様な市民のニーズや時代の変化に対応するため、限られた資源や財源の中
で、効率的な行政サービスを図り、持続可能で自立的な行政経営のできるま
ちづくりを目指します。

政策5－1　市民の地域コミュニティ強化と協働のまちづくりの推進
政策5－2　行財政改革の推進
政策5－3　人材の育成・確保

④主要地方道宇都宮那須烏山線の高瀬トンネ
ル開通　⑤JR烏山線に蓄電池駆動列車が導
入され、新旧列車が並ぶ　⑥大金駅前観光交
流施設「ナスカラ市場」オープン　⑦平成28
年、「烏山の山あげ行事」がユネスコ無形文化
遺産に登録され、冬の山あげ初開催　⑧平成
29年、新武道館開館　⑨平成30年、烏山城の
築城600年を迎え、記念行事を開催

①平成17年10月、2町合併で那須烏山市誕
生　②平成19年には県立烏山高等学校が
創立100周年を迎え、翌年、新生烏山高等学
校開校　③平成23年、八溝そば街道そばま
つり初開催

5

6

7

8

9

3

4

1

2

２
０
０
５
年
…
平
成
17
年

10
月　

那
須
烏
山
市
誕
生

12
月　

山
あ
げ
烏
章
館
落
成

12
月　

埼
玉
県
和
光
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

２
０
０
６
年
…
平
成
18
年

3
月　

熊
田
診
療
所
落
成

3
月　

境
中
学
校
閉
校

4
月　

那
須
烏
山
市
消
防
団
結
成

5
月　

那
須
烏
山
市
体
育
協
会
設
立

6
月　

那
須
烏
山
市
文
化
協
会
及
び
国
際
交
流
協
会
設
立

11
月　

東
京
都
豊
島
区
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

12
月　

非
核
平
和
の
市
宣
言

２
０
０
７
年
…
平
成
19
年

3
月　

向
田
小
学
校
・
野
上
小
学
校
閉
校

6
月　

県
立
烏
山
女
子
高
等
学
校
創
立
80
周
年
記
念
式
典

9
月　

那
須
烏
山
市
総
合
計
画
決
定

10
月　

こ
ど
も
館
オ
ー
プ
ン

10
月　

県
立
烏
山
高
等
学
校
創
立
百
周
年
記
念
式
典

２
０
０
８
年
…
平
成
20
年

3
月　

東
小
学
校
・
境
小
学
校
閉
校

4
月　

新
生
県
立
烏
山
高
等
学
校
開
校

4
月　

新
境
小
学
校
開
校

２
０
０
９
年
…
平
成
21
年

1
月　

国
道
２
９
３
号
志
鳥
バ
イ
パ
ス
開
通

3
月　

興
野
小
学
校
閉
校

4
月　

す
く
す
く
保
育
園
・
烏
山
南
公
民
館
オ
ー
プ
ン

２
０
１
０
年
…
平
成
22
年

3
月　

県
立
烏
山
女
子
高
等
学
校
閉
校

12
月　

国
道
２
９
３
号
鹿
子
畑
バ
イ
パ
ス
開
通

２
０
１
１
年
…
平
成
23
年

3
月　

東
日
本
大
震
災
発
生

3
月　

境
保
育
園
・
烏
山
幼
稚
園
・
宮
原
児
童
館
・
小
木
須

児
童
館
閉
園

5
月　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
岩
子
仮
設
住
宅
設
置

5
月　

第
1
回
八
溝
そ
ば
街
道
そ
ば
ま
つ
り

7
月　

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
開
業
88
周
年
記
念
式
典

２
０
１
２
年
…
平
成
24
年

3
月　

七
合
中
学
校
閉
校

5
月　

南
那
須
B
＆
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

8
月　

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
開
所

9
月　

大
桶
運
動
公
園
で
栃
木
県
総
合
防
災
訓
練

10
月　

南
那
須
地
区
に
デ
マ
ン
ド
交
通
試
験
運
行
ス
タ
ー
ト

12
月　

主
要
地
方
道
宇
都
宮
那
須
烏
山
線
に
高
瀬
ト
ン
ネ
ル

開
通

２
０
１
３
年
…
平
成
25
年

1
月　

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
決
定

7
月　

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
開
業
90
周
年
記
念
大
屋
台
パ
レ
ー
ド

２
０
１
４
年
…
平
成
26
年

3
月　

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
に
蓄
電
池
駆
動
列
車
ア
キ
ュ
ム
運
行

3
月　

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
烏
山
駅
・
大
金
駅
に
新
駅
舎
落
成

3
月　

那
須
烏
山
消
防
署
竣
工

10
月　

烏
山
地
区
に
デ
マ
ン
ド
交
通
試
験
運
行
ス
タ
ー
ト

10
月　

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
俳
句
交
流
大
会
開
催

２
０
１
５
年
…
平
成
27
年

3
月　

荒
川
中
学
校
・
下
江
川
中
学
校
閉
校

4
月　

南
那
須
中
学
校
開
校

4
月　

大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
「
ナ
ス
カ
ラ
市
場
」
オ
ー

プ
ン

２
０
１
６
年
…
平
成
28
年

7
月　

防
災
サ
ミ
ッ
ト
in
那
須
烏
山

11
月　
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
が
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺

産
に
登
録

12
月　

冬
の
山
あ
げ
初
開
催

２
０
１
７
年
…
平
成
29
年

3
月　

Ｊ
Ｒ
烏
山
線
気
動
車
キ
ハ
40
形
引
退

５
月　

那
須
烏
山
市
武
道
館
竣
工

11
月　

山
あ
げ
俳
句
全
国
大
会

２
０
１
８
年
…
平
成
30
年

3
月　

第
２
次
総
合
計
画
決
定

4
月　

栃
木
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

10
月　

那
須
烏
山
市
民
秋
ま
つ
り

10
月　

烏
山
城
築
城
６
０
０
年
記
念
事
業

２
０
１
９
年
…
平
成
31
年
（
令
和
元
年
）

10
月　

新
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
運
用
開
始

10
月　

東
日
本
台
風
被
害
発
生
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広
域

農道
八溝

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

（主）那須烏山・矢板線

（県）熊 田・喜 連 川 線

（主）宇都
宮・那

須烏山
線

（
主
）真
岡
・
那
須
烏
山
線

（主
）宇
都宮

・向田
線

（主
）常陸太田・那須烏 山 線

（
県
）
牧
野
・
大
沢
線

（主
）那須

烏山・御前山
線

（主
）宇

都宮・
向田

線 （
主
）那
須
・
黒
羽
・
茂
木
線

（県）山内・上境線

（
県
）
小
川
・
大
金
停
車
場
線

（主）那須烏山・矢板線

仁

井
田
バイ
パス

ぼくんちの樹
（さくらんぼ、もも園）

N
a

su
k

a
ra

su
ya

m
a

sh
i 

G
u

id
e

 M
a

p

市役所南那須庁舎
武道館

観光交流施設「ナスカラ市場」

つくし
幼稚園

ミレニアム2000桜並木

南那須図書館
保健福祉センター

南那須公民館
にこにこ保育園

さくら市

高根沢町

市貝町

茂木町

那珂川町

白久

中山
志鳥

上川井

下川井

三箇

小白井

藤田

小河原

鴻野山 田野倉

南大和久

月次

神長

愛宕台

中
央
１ 中央2

城山
城東

表

滝田

大桶

宮原

熊田

興野

大沢

谷浅見

南1 南2

金井1
金井2

旭2

初音

旭1

宇井

大金

福岡

小倉

八ケ代

曲田

高瀬

小塙

岩子

森田

落合 向田

小原沢

下境

上境

横枕 大木須

小木須

野上
滝

曲畑

大里

東原

岩　川

江　川

荒　　川

那  珂
   川

風来実
ブルーベリー園

八溝県民休養公園

松原寺

長者ヶ平官衙遺跡
附東山道跡

石川いちご園

農産物こぶしっ子

八ツ頭
野菜直売所

西山辰街道の大桜

G7CC

厳島神社

森田城やな

阿久津
ぶどう園

森田城跡

江川小

那珂川清流鉄道保存会

愛宕神社

ミニ動物園セリナの丘
大桶運動公園

保健衛生センター

烏山城CC

高森くり園
広域行政事務組合

七合公民館

七合診療所

興野りんご園

日枝神社

烏山東工業団地

宮原八幡宮

境橋

せせらぎの里公園

パラグライダー離陸場
あゆの里
矢沢のヤナ

凮月CC

八雲
神社

烏山高
水道庁舎

那須南病院烏山城跡

ハローワーク
那須烏山

七合小

小白

井ト
ン
ネ
ル
、

三箇
トン
ネ
ル

富士見台
工業団地

県立南那須
特別支援学校

熊野神社

熊田診療所 加茂神社

緑地運動公園

パン職人いっぴ
直売所いっぴ

寿亀山神社

県南那須庁舎 烏山
図書館

どうくつ酒蔵
市役所
烏山庁舎

愛宕台緑地公園
とりたて
野菜直売所

清水川せせらぎ公園
烏山和紙会館

くるま
ぶどう園

烏山野球場

稲積神社

国見みかん園

一ツ石観光やな

かご山りんご園

和紙の里
（和紙工場）

かやぶき古民家
大木邸

境小烏山運動公園

島崎
酒造

烏山中こども館
烏山小

興野農産物
直売所

安楽寺

荒川小

南那須中
大金トンネル

〶

B＆G海洋センター
南那須運動場

大金吊り橋
（ウォーキングトレイル）

高
瀬
ト
ン
ネ
ル

高瀬農産物直売所

猿久保
田んぼ公園

那須烏山消防署

龍門の滝
太平寺

龍門
ふるさと
民芸館

泉公園 境公民館

観光ヤナ
ひのきや

ほたるの里
古民家おおぎす

オオムラサキ公園

芳朝寺卍

卍

渡辺ぶどう園

ヤ タガラス

烏山南公民館
すくすく保育園

花立峠憩の森公園

神長トンネル

烏山中央公園
烏山公民館
烏山体育館
烏山武道館

山あげ会館
あすなろパン工房「風」
那須烏山商工会

文
文

文

文

斎藤りんご園

294

293

294

熊野神社
（八咫烏神社）

那須烏山市
ガイドマップ
那須烏山市
ガイドマップ
那須烏山市
ガイドマップ

か
ら
す
や
ま

たき

こばな

おおがね

こう
のや
ま

JR烏山線
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広
域

農道
八溝

グ
リ
ー
ン
ラ
イ
ン

（主）那須烏山・矢板線

（県）熊 田・喜 連 川 線

（主）宇都
宮・那

須烏山
線

（
主
）真
岡
・
那
須
烏
山
線

（主
）宇
都宮

・向田
線

（主
）常陸太田・那須烏 山 線

（
県
）
牧
野
・
大
沢
線

（主
）那須

烏山・御前山
線

（主
）宇

都宮・
向田

線 （
主
）那
須
・
黒
羽
・
茂
木
線

（県）山内・上境線

（
県
）
小
川
・
大
金
停
車
場
線

（主）那須烏山・矢板線

仁

井
田
バイ
パス

ぼくんちの樹
（さくらんぼ、もも園）

N
a

su
k

a
ra

su
ya

m
a

sh
i 

G
u

id
e

 M
a

p

市役所南那須庁舎
武道館

観光交流施設「ナスカラ市場」

つくし
幼稚園

ミレニアム2000桜並木

南那須図書館
保健福祉センター

南那須公民館
にこにこ保育園

さくら市

高根沢町

市貝町

茂木町

那珂川町

白久

中山
志鳥

上川井

下川井

三箇

小白井

藤田

小河原

鴻野山 田野倉

南大和久

月次

神長

愛宕台

中
央
１ 中央2

城山
城東

表

滝田

大桶

宮原

熊田

興野

大沢

谷浅見

南1 南2

金井1
金井2

旭2

初音

旭1

宇井

大金

福岡

小倉

八ケ代

曲田

高瀬

小塙

岩子

森田

落合 向田

小原沢

下境

上境

横枕 大木須

小木須

野上
滝

曲畑

大里

東原

岩　川

江　川

荒　　川

那  珂
   川

風来実
ブルーベリー園

八溝県民休養公園

松原寺

長者ヶ平官衙遺跡
附東山道跡

石川いちご園

農産物こぶしっ子

八ツ頭
野菜直売所

西山辰街道の大桜

G7CC

厳島神社

森田城やな

阿久津
ぶどう園

森田城跡

江川小

那珂川清流鉄道保存会

愛宕神社

ミニ動物園セリナの丘
大桶運動公園

保健衛生センター

烏山城CC

高森くり園
広域行政事務組合

七合公民館

七合診療所

興野りんご園

日枝神社

烏山東工業団地

宮原八幡宮

境橋

せせらぎの里公園

パラグライダー離陸場
あゆの里
矢沢のヤナ

凮月CC

八雲
神社

烏山高
水道庁舎

那須南病院烏山城跡

ハローワーク
那須烏山

七合小

小白

井ト
ン
ネ
ル
、

三箇
トン
ネ
ル

富士見台
工業団地

県立南那須
特別支援学校

熊野神社

熊田診療所 加茂神社

緑地運動公園

パン職人いっぴ
直売所いっぴ

寿亀山神社

県南那須庁舎 烏山
図書館

どうくつ酒蔵
市役所
烏山庁舎

愛宕台緑地公園
とりたて
野菜直売所

清水川せせらぎ公園
烏山和紙会館

くるま
ぶどう園

烏山野球場

稲積神社

国見みかん園

一ツ石観光やな

かご山りんご園

和紙の里
（和紙工場）

かやぶき古民家
大木邸

境小烏山運動公園

島崎
酒造

烏山中こども館
烏山小

興野農産物
直売所

安楽寺

荒川小

南那須中
大金トンネル

〶

B＆G海洋センター
南那須運動場

大金吊り橋
（ウォーキングトレイル）

高
瀬
ト
ン
ネ
ル

高瀬農産物直売所

猿久保
田んぼ公園

那須烏山消防署

龍門の滝
太平寺

龍門
ふるさと
民芸館

泉公園 境公民館

観光ヤナ
ひのきや

ほたるの里
古民家おおぎす

オオムラサキ公園

芳朝寺卍

卍

渡辺ぶどう園

ヤ タガラス

烏山南公民館
すくすく保育園

花立峠憩の森公園

神長トンネル

烏山中央公園
烏山公民館
烏山体育館
烏山武道館

山あげ会館
あすなろパン工房「風」
那須烏山商工会

文
文

文

文

斎藤りんご園

294

293

294

熊野神社
（八咫烏神社）

那須烏山市
ガイドマップ
那須烏山市
ガイドマップ
那須烏山市
ガイドマップ

か
ら
す
や
ま

たき

こばな

おおがね

こう
のや
ま

JR烏山線
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■
歴
代
市
長

初
代
　
大
谷
範
雄
　
（
平
成
17
年
11
月
7
日
〜
29
年
11
月
5
日
）

2
代
　
川
俣
純
子
　
（
平
成
29
年
11
月
6
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
副
市
長

初
代
　
山
口
孝
夫
　
（
平
成
18
年
1
月
1
日
〜
20
年
3
月
31
日
）

2
代
　
石
川
英
雄
　
（
平
成
20
年
5
月
1
日
〜
24
年
3
月
31
日
）

3
代
　
國
井
　
豊
　
（
平
成
25
年
2
月
1
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
教
育
長

初
代
　
池
澤
　
進
　
（
平
成
17
年
10
月
１
日
〜
27
年
3
月
31
日
）

２
代
　
田
代
和
義
　
（
平
成
27
年
４
月
1
日
〜
在
職
中
）

■
姉
妹
都
市

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
メ
ノ
モ
ニ
ー
市

　
平
成
3
年
に
旧
南
那
須
町
と
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、
平
成
6
年

に
は
教
育
友
好
関
係
を
樹
立
。
合
併
後
も
継
続
し
て
、
中
学
生
海

外
派
遣
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
友
好
都
市

〇
東
京
都
豊
島
区

　
旧
南
那
須
町
が
平
成
16
年
に
非
常
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
、
合
併
後
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

〇
埼
玉
県
和
光
市

　
旧
烏
山
町
が
平
成
8
年
に
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、

合
併
後
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
包
括
連
携
・
友
好
協
定

・
国
立
大
学
法
人
宇
都
宮
大
学
（
平
成
17
年
）

・
フ
タ
バ
食
品
株
式
会
社
（
平
成
23
年
）

・
株
式
会
社
N
E
Z
A
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
平
成
28
年
）

・
烏
山
信
用
金
庫
（
平
成
28
年
）

・
株
式
会
社
栃
木
銀
行
（
平
成
28
年
）

・
那
須
南
農
業
協
同
組
合
（
平
成
28
年
）

・
学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
文
星
芸
術
大
学
（
平
成
30
年
）

■
歴
代
議
長

初
代
　
青
木
一
夫
　
（
平
成
17
年
10
月
12
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

2
代
　
小
森
幸
雄
　
（
平
成
18
年
5
月
2
日
〜
20
年
6
月
10
日
）

3
代
　
水
上
正
治
　
（
平
成
20
年
6
月
10
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

4
代
　
滝
田
志
孝
　
（
平
成
22
年
5
月
6
日
〜
24
年
3
月
21
日
）

5
代
　
中
山
五
男
　
（
平
成
24
年
3
月
21
日
〜
25
年
6
月
4
日
）

6
代
　
佐
藤
雄
次
郎
（
平
成
25
年
6
月
4
日
〜
26
年
4
月
30
日
）

7
代
　
佐
藤
昇
市
　
（
平
成
26
年
5
月
8
日
〜
28
年
6
月
7
日
）

8
代
　
渡
辺
健
壽
　
（
平
成
28
年
6
月
7
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

9
代
　
沼
田
邦
彦
　
（
平
成
30
年
5
月
8
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
副
議
長

初
代
　
舩
山
榮
一
　
（
平
成
17
年
10
月
12
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

2
代
　
水
上
正
治
　
（
平
成
18
年
5
月
2
日
〜
20
年
6
月
10
日
）

3
代
　
五
味
渕
親
勇
（
平
成
20
年
6
月
10
日
〜
20
年
11
月
14
日
）

4
代
　
大
橋
洋
一
　
（
平
成
20
年
12
月
2
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

5
代
　
平
山
　
進
　
（
平
成
22
年
5
月
6
日
〜
24
年
3
月
21
日
）

6
代
　
髙
徳
正
治
　
（
平
成
24
年
3
月
21
日
〜
25
年
6
月
4
日
）

7
代
　
佐
藤
昇
市
　
（
平
成
25
年
6
月
4
日
〜
26
年
4
月
30
日
）

8
代
　
渡
辺
健
壽
　
（
平
成
26
年
5
月
8
日
〜
28
年
6
月
7
日
）

9
代
　
久
保
居
光
一
郎
（
平
成
28
年
6
月
7
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

10
代
　
田
島
信
二
　
（
平
成
30
年
5
月
8
日
〜
在
職
中
）

■
議
員
定
数
の
推
移

〇
35
名
（
平
成
17
年
10
月
1
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

〇
20
名
（
平
成
18
年
5
月
1
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

〇
18
名
（
平
成
22
年
5
月
1
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

〇
17
名
（
平
成
30
年
5
月
1
日
〜
）

■
議
会
基
本
条
例
（
平
成
31
年
4
月
1
日
施
行
）

　
市
議
会
は
、
そ
の
役
割
と
議
員
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
議
会

の
活
性
化
に
よ
る
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
し
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

市
政
・
友
好
交
流

議
会

那 須 烏 山 市 民 の 歌
（平成26年10月26日制定）

作　詞・南　　　ます子
補作詞・市歌制定委員会
作　曲・荻　野　治　子
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表３ 表２

■
歴
代
市
長

初
代

　大
谷
範
雄

　（
平
成
17
年
11
月
7
日
〜
29
年
11
月
5
日
）

2
代

　川
俣
純
子

　（
平
成
29
年
11
月
6
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
副
市
長

初
代

　山
口
孝
夫

　（
平
成
18
年
1
月
1
日
〜
20
年
3
月
31
日
）

2
代

　石
川
英
雄

　（
平
成
20
年
5
月
1
日
〜
24
年
3
月
31
日
）

3
代

　國
井

　豊

　（
平
成
25
年
2
月
1
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
教
育
長

初
代

　池
澤

　進

　（
平
成
17
年
10
月
１
日
〜
27
年
3
月
31
日
）

２
代

　田
代
和
義

　（
平
成
27
年
４
月
1
日
〜
在
職
中
）

■
姉
妹
都
市

〇
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
メ
ノ
モ
ニ
ー
市

　平
成
3
年
に
旧
南
那
須
町
と
姉
妹
都
市
を
提
携
し
、
平
成
6
年

に
は
教
育
友
好
関
係
を
樹
立
。
合
併
後
も
継
続
し
て
、
中
学
生
海

外
派
遣
な
ど
グ
ロ
ー
バ
ル
な
人
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

■
友
好
都
市

〇
東
京
都
豊
島
区

　旧
南
那
須
町
が
平
成
16
年
に
非
常
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締

結
し
、
合
併
後
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

〇
埼
玉
県
和
光
市

　旧
烏
山
町
が
平
成
8
年
に
災
害
時
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、

合
併
後
も
継
続
し
て
い
ま
す
。

■
包
括
連
携
・
友
好
協
定

・
国
立
大
学
法
人
宇
都
宮
大
学
（
平
成
17
年
）

・
フ
タ
バ
食
品
株
式
会
社
（
平
成
23
年
）

・
株
式
会
社
N
E
Z
A
S
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
平
成
28
年
）

・
烏
山
信
用
金
庫
（
平
成
28
年
）

・
株
式
会
社
栃
木
銀
行
（
平
成
28
年
）

・
那
須
南
農
業
協
同
組
合
（
平
成
28
年
）

・
学
校
法
人
宇
都
宮
学
園
文
星
芸
術
大
学
（
平
成
30
年
）

■
歴
代
議
長

初
代

　青
木
一
夫

　（
平
成
17
年
10
月
12
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

2
代

　小
森
幸
雄

　（
平
成
18
年
5
月
2
日
〜
20
年
6
月
10
日
）

3
代

　水
上
正
治

　（
平
成
20
年
6
月
10
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

4
代

　滝
田
志
孝

　（
平
成
22
年
5
月
6
日
〜
24
年
3
月
21
日
）

5
代

　中
山
五
男

　（
平
成
24
年
3
月
21
日
〜
25
年
6
月
4
日
）

6
代

　佐
藤
雄
次
郎
（
平
成
25
年
6
月
4
日
〜
26
年
4
月
30
日
）

7
代

　佐
藤
昇
市

　（
平
成
26
年
5
月
8
日
〜
28
年
6
月
7
日
）

8
代

　渡
辺
健
壽

　（
平
成
28
年
6
月
7
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

9
代

　沼
田
邦
彦

　（
平
成
30
年
5
月
8
日
〜
在
職
中
）

■
歴
代
副
議
長

初
代

　舩
山
榮
一

　（
平
成
17
年
10
月
12
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

2
代

　水
上
正
治

　（
平
成
18
年
5
月
2
日
〜
20
年
6
月
10
日
）

3
代

　五
味
渕
親
勇
（
平
成
20
年
6
月
10
日
〜
20
年
11
月
14
日
）

4
代

　大
橋
洋
一

　（
平
成
20
年
12
月
2
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

5
代

　平
山

　進

　（
平
成
22
年
5
月
6
日
〜
24
年
3
月
21
日
）

6
代

　髙
徳
正
治

　（
平
成
24
年
3
月
21
日
〜
25
年
6
月
4
日
）

7
代

　佐
藤
昇
市

　（
平
成
25
年
6
月
4
日
〜
26
年
4
月
30
日
）

8
代

　渡
辺
健
壽

　（
平
成
26
年
5
月
8
日
〜
28
年
6
月
7
日
）

9
代

　久
保
居
光
一
郎
（
平
成
28
年
6
月
7
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

10
代

　田
島
信
二

　（
平
成
30
年
5
月
8
日
〜
在
職
中
）

■
議
員
定
数
の
推
移

〇
35
名
（
平
成
17
年
10
月
1
日
〜
18
年
4
月
30
日
）

〇
20
名
（
平
成
18
年
5
月
1
日
〜
22
年
4
月
30
日
）

〇
18
名
（
平
成
22
年
5
月
1
日
〜
30
年
4
月
30
日
）

〇
17
名
（
平
成
30
年
5
月
1
日
〜
）

■
議
会
基
本
条
例
（
平
成
31
年
4
月
1
日
施
行
）

　市
議
会
は
、
そ
の
役
割
と
議
員
の
責
務
を
明
ら
か
に
し
、
議
会

の
活
性
化
に
よ
る
開
か
れ
た
議
会
を
実
現
し
、
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
議
会
基
本
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

市
政
・
友
好
交
流

議
会

那 須 烏 山 市 民 の 歌
（平成26年10月26日制定）

作　詞・南　　　ます子
補作詞・市歌制定委員会
作　曲・荻　野　治　子

一
、
八や

溝み
ぞ

山さ
ん

地ち

の

　山や
ま

な
み
に

　
　照て

る
陽ひ

輝か
が
やく

　空そ
ら

が
あ
る

　
　大だ

い

地ち

目め

覚ざ

め
る

　朝あ
さ

が
あ
る

　
　希き

望ぼ
う

の
光

ひ
か
り

　み
ち
み
ち
て

　
　み
ど
り
明あ

か

る
い

　風か
ぜ

わ
た
る

　
　那な

す
か
ら
す
や
ま

須
烏
山

　わ
が
ま
ち
よ

二
、
流な
が

れ
豊ゆ

た

か
な

　那な

珂か

川が
わ

の

　
　水み

ず

が
は
ぐ
く
む

　幸さ
ち

が
あ
る

　
　実み

の

り
あ
ふ
れ
る

　旬と
き

が
あ
る

　
　自し

然ぜ
ん

の
恵め

ぐ

み

　う
け
つ
い
で

　
　励は

げ

む
笑え

顔が
お

の

　声こ
え

は
ず
む

　
　那な

す
か
ら
す
や
ま

須
烏
山

　わ
が
ま
ち
よ

三
、
祭ま
つ

り
ば
や
し
の

　楽た
の

し
さ
と

　
　伸の

び
る
文ぶ

ん

化か

の

　華は
な

が
あ
る

　
　明あ

日す

へ
飛ひ

躍や
く

の

　歌う
た

が
あ
る

　
　新あ

ら

た
な
行ゆ

く
手て

　も
り
あ
げ
て

　
　戸と

ご
と
灯あ

か

り
も

　夢ゆ
め

つ
む
ぐ

　
　那な

す
か
ら
す
や
ま

須
烏
山

　わ
が
ま
ち
よ
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　平
成
の
大
合
併
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
那
須
烏
山
市
。

　那
須
連
山
を
望
む
私
た
ち
の
郷
土
は
、
那
珂
川
と
同
水

系
の
大
小
河
川
が
貫
流
し
、東
部
に
那
珂
川
自
然
公
園
が
、

西
部
に
は
関
東
平
野
が
ひ
ら
け
、
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ

た
美
し
い
大
地
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　さ
か
の
ぼ
れ
ば
、
お
よ
そ
１
千
万
年
前
に
海
底
だ
っ
た

こ
の
地
に
は
、
海
生
生
物
の
化
石
を
身
近
に
見
る
こ
と
が

で
き
、
荒
川
沿
い
で
は
「
オ
オ
ガ
ネ
ク
ジ
ラ
」
が
発
見
さ

れ
る
な
ど
、
学
術
的
に
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
い
に
し
え
か
ら
人
々
の
生
活
が
営
ま
れ
た
痕
跡

が
遺
跡
と
し
て
各
地
に
残
さ
れ
、
古
代
の
官
道
や
役
所
跡

で
あ
る
国
史
跡
「
長
者
ケ
平
官
衙
遺
跡
附
東
山
道
跡
」、

そ
し
て
、県
内
屈
指
の
山
城
と
し
て
貴
重
な
「
烏
山
城
跡
」

な
ど
数
多
く
の
文
化
資
源
を
有
し
て
い
ま
す
。

　な
か
で
も
、
４
５
０
年
余
り
の
歴
史
と
伝
統
を
誇
る
移

動
式
野
外
劇
を
メ
イ
ン
と
し
た
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文

化
財
の
「
烏
山
の
山
あ
げ
行
事
」
は
、
先
ご
ろ
ユ
ネ
ス
コ

無
形
文
化
遺
産
に
も
登
録
さ
れ
、
国
内
外
の
多
く
の
方
々

に
一
度
は
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
真
夏
の
風
物
詩
で
す
。

　Ｊ
Ｒ
烏
山
線
の
蓄
電
池
駆
動
列
車
「
ア
キ
ュ
ム
」
が
、

の
ど
か
な
田
園
地
帯
を
縫
う
よ
う
に
走
る
那
須
烏
山
市

は
、
古
く
か
ら
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
豊
か
な
自
然
資
源

を
生
か
し
た
農
林
水
産
業
が
生
活
に
潤
い
を
も
た
ら
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
経
済
が
安
定
成
長
期
に
移
行
し

た
こ
ろ
か
ら
は
、
近
隣
の
大
規
模
工
業
団
地
の
関
連
企
業

が
立
地
し
、
農
商
工
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
発
展
を
遂
げ
て

き
ま
し
た
。

　し
か
し
、
近
年
、
日
本
全
体
が
少
子
高
齢
化
を
伴
う
人

口
減
少
社
会
を
迎
え
、
地
方
の
活
力
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、Ｉ
ｏ
Ｔ
や
人
工
知
能
な
ど
に
よ
る
第
４

次
産
業
革
命
の
進
展
に
伴
い
、
急
激
な
社
会
経
済
環
境
の

変
化
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

　こ
の
よ
う
な
大
転
換
期
の
た
だ
な
か
に
あ
っ
て
、
那
須

烏
山
市
で
は
、
先
人
か
ら
延
々
と
伝
え
守
ら
れ
て
き
た
豊

か
な
自
然
環
境
や
数
多
く
の
文
化
遺
産
、
そ
し
て
、
時
代

の
変
化
に
応
じ
て
発
展
し
て
き
た
各
種
産
業
を
も
と
に
、

総
合
計
画
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る
「
み
ん
な
の
知
恵
と
協

働
に
よ
る
〝
ひ
か
り
輝
く
〞
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　歴
史
は
、
時
々
刻
々
と
天
地
に
刻
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
「
２
０
２
０
那
須
烏
山
市
勢
要
覧
」
を
手
に
、
本
市

の
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
き
、
新
た
な
歴
史
を
刻
ん
で
い

く
た
め
に
、
未
来
へ
の
道
の
り
を
一
緒
に
考
え
て
い
た
だ

け
た
ら
幸
い
で
す
。

那
須
烏
山
市
長

　

　
川
俣
純
子

新
た
な
歴
史
を
刻
む
た
め

未
来
へ
の
道
の
り
を
み
ん
な
と
共
に

か
ん

が

つ
け
た
り
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